
1 

 

令和 7年度事業実績について 

 

 

１ 地震等災害対策事業 

（1） 備蓄品等の更新 

連番 品 目 数 量 保存年数 

１ 職員用備蓄食料 1,260食(半数更新) ７年 

２ レギュラーガソリン（1ℓ/缶） 296缶 ３年 

３ 混合ガソリン（1ℓ/缶） 72缶 ３年 

４ 単 1電池 500本 ４年 

５ 単 3電池 520本 ４年 

６ 救急医薬品 12セット ４年 

７ 子供用おむつ 1,212枚 10年 

８ 大人用おむつ 184枚 10年 

９ 粉ミルク（800ｇ/缶） 10缶 １年 

10 液体ミルク（200ml/本） 240本 １年 

11 生理用品（20個/袋） 50袋 ２年 

 

（2） 資機材の購入 

連番 品 目 数 量 備考 

１ リヤカー（ノーパンクタイヤ式） ８台 

令和６年度に８台購入

し町内に配置している

16台すべて更新済み 

２ 土のう（土のうステーション用） ３００袋 過去の使用実績 

 

(3) 初動対応避難所用品（ファーストミッションボックス）の購入 

  ア 避難所について、何も知らない人でも、避難所の開設ができるように、開設時に

やるべき任務（ファーストミッション）を記載した手順書と、最小限必要となる資

材を入れた初動対応避難所用品を、令和６年度から４ヵ年計画で設置しています。 

令和７年度は、山崎集会所、大平台集会所、箱根集会所、宮城野公民館及び仙石

原公民館の５カ所に設置しました。 

イ 設置計画 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 

小中学校等 

５施設 

集会場・公民館等 

５施設 

集会場・公民館等 

９施設 

保育園・幼稚園等 

８施設 
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２ 大涌谷火山対策事業 

（1） 自然研究路を含めた園地内の安全管理のため、監視責任者補佐を雇用し園地への立

入規制及び火山監視業務を継続しています。 

(2) 火山活動の活発化に備え、火山ガス観測器の保守点検・部品更新や火山ガス監視・

情報伝達システムの修繕対応など、観測設備の維持管理を行いました。 

 

３ その他 

(1) 避難所等の整備 

「災害時における避難所開設の協力に関する覚書」の拡充 

避難所での生活環境改善対策として、高齢者など「要配慮者」の２次避難所として

避難所開設に協力をいただける６施設の旅館・ホテルと覚書を締結しました。 

 （吉池旅館、湯本富士屋ホテル、ホテル南風荘、箱根パークス吉野、かっぱ天国、大

和館） 

(2) 倒木による住宅、道路、電線等への被害を予防するため、一定の条件を満たす倒木

の恐れのある危険木の伐採等に係る費用の補助を行いました。 

 【補助額】 

  町内に住民登録がある方 費用の 2分の 1 （上限 20万円） 

  上記外         費用の 4分の 1 （上限 10万円） 

【実 績】 

 湯本 温泉 宮城野 仙石原 箱根 計 

令和５年度件数 ５(２) １(０) ２(２) ４(１) １(１) １３(６) 

令和６年度件数 ２(２) ３(１) ２(１) ６(４) １(１) １４(９) 

令和７年度件数 ０(０) １(０) ３(１) ４(１) １(１) ９(３) 

    ※（）内は住民以外の件数 
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令和７年度実績 

月 日 内  容 会  場 

4月 23日 

4月 24日 

4月 30日 

● 箱根山火山ハザードマップ説明会 

  対象地域：箱根町内で警戒区域を対象に開催 

  内容  ：大涌谷の新たな火口域の設定によ

り、警戒区域の変更等について住民

に対し説明を実施。 

  参加人数：仙石原文化センター 41名 

       宮城野公民館 5名 

       やまなみ荘 17名 

 参加機関：神奈川県危機管理防災課 

      温泉地学研究所 

      アジア航測㈱ 

      山梨大学 佐藤助教 

      箱根町（総務防災課） 

仙石原文化センター 

宮城野公民館 

やまなみ荘 

6月 26日 ● 土砂災害・全国防災訓練 

実施時間：9時 30分から 12時 00分まで 

対象地域：温泉地域（宮ノ下地区） 

訓練内容：自治会役員による情報伝達訓練、 

町民による避難訓練、 

要支援者避難訓練、 

     消防団による巡回広報、 

     自治会役員による避難所受付開設 

参加人数：40人 

参加機関：宮ノ下自治会 

     消防団（第５分団） 

     箱根町（総務防災課、町民課、 

温泉地域ブロック職員） 

箱根恵明学園 

9月 2日 ● 火山防災イベント 

 実施地域：宮城野地域（強羅地区） 

 内容  ：火山講演会 

      避難経路を考えるワークショップ 

 参加人数：講演会 ３２人 

      ワークショップ １１人 

 参加機関：温泉地学研究所   

      箱根町（企画課・総務防災課） 

やまなみ荘 
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9月 3日 

(一部地域は日程

をずらして実施) 

● 地域分散型訓練 

実施時間：10時 30分 

対象地域：全地域 全自主防災組織 

訓練内容：避難行動訓練、防災資機材訓練、 

炊事訓練等 

(各自主防災組織によって異なるもの) 

各自治会選定場所 

9月 10日 ● 小学校での防災教育 

 訓練場所：箱根恵明学園 

 訓練内容：防災講義 

      避難物品の選定 

      消火器の使用方法 

箱根恵明学園 

9月 12日 ● 大涌谷園地避難誘導訓練 

 悪天候の為中止  

大涌谷園地全域 

10月 9日  ● 総合防災訓練 

事前対応型訓練のみ実施 

実施時間：8時 30分から 9時 30分 

訓練場所：箱根町役場分庁舎 4階第 5会議室 

訓練内容：情報受伝達訓練 

     災害対策連絡会議訓練 

     災害対策本部設置・運営訓練 

 ※発災対応型訓練については悪天候のため中止  

箱根町役場 

11月 13日 ● 夜間避難訓練 

実施時間：18時から 19時 30分まで 

対象地域：箱根地域 

（箱根西地区、箱根東地区） 

訓練内容：自治会役員による情報伝達訓練、         

町民による避難訓練、 

     避難施設被害状況判断訓練 

消防団による避難者誘導訓練 

自治会役員による避難所受付開設 

防災講義(備蓄品等について) 

参加人数：６６名 

参加機関：箱根西自治会、箱根東自治会、 

箱根町（総務防災課、町民課、箱

根地域ブロック職員） 

箱根集会所 
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11月 10日 

～ 

12月 12日 

● 職員緊急参集訓練 

訓練内容：発災時の職員の適切な判断力及び 

職員の防災意識養成を目的とした

徒歩による参集訓練  

対象者 ：２７名 

新採用職員及び令和 6年度訓練以

降住居の変更があった職員  

- 

令和 8年 

3月 9日 

● 箱根山火山防災協議会 

議題内容：書面会議 

(1)令和7年度の取組成果について 

(2)令和8年度の取組方針(案)について   

  

 


